
























私 は これ まで 「文字意 匠」 につ いて勉 強 して きた。 特 に韓 国の李朝 時代 の 「孝悌図」 〈図
1>と 日本の平安時代 の 「葦手絵」 〈図2>と の文字意 匠を比較 して きた1)。「孝悌 図」 とは,
李朝 時代(15世紀頃)に,漢 字 の 「孝」,「悌」,「忠」,「信」,「礼」,「義」,「廉」,「恥」 の8
つの文字 を絵画 的な意 匠に仕立 て,人 々に儒教 の倫理 を教え るため
に作 られた もので ある。一方,葦 手絵 とは,平 安時代(10世紀),平
仮 名 を変容 させ,葦,流 水,水 鳥な どに見立 てた文字(葦 手)を 絵
の 中に組 み合 わせ た ものをいい,そ れは 『平家納経 』 の 「薬王 品」
見 返絵 様 々な色 紙 さらには蒔絵 や衣服 の文様 と して,ま た,判
じ絵や仏事 の供養 物の しる しと して,用 い られた ものであ る。葦 手
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図1孝 悌図 ・孝 図2葦 手絵・平家納経と葦手絵のいろは
絵の機能は,佐野みどりのいうように,貴族の和歌の世界において,吉祥性から遊戯性を重ん
じるなかで変化 していったと考えることも出来る2)。
この二つの文字意匠は,異 なった国,時代と異なった製作動機 によって作 られたものである
が,文 字と図柄との融合,或 いは文字を図柄へ変容 しようとしたものである点では共通 してい
る。私は 「孝悌図」 と 厂葦手絵」の文字意匠の特色を明 らかにするため,文字 と具象的な形象,
或いは絵柄 との関係に注 目し,①文字が絵画的な形式へと転換 したもの,②文字の要素と絵画
の要素が結合 し,新たな様式を作 り出したもの,そ して③文字そのものがひとつの文様や象徴
として成立 したもの,と いう三つ類型に分類し考察 した。その結果,漢 字や平仮名そのものよ
り,また絵や図柄だけより,「孝悌図」や 「葦手」は,一 層豊かな造形性と伝達性を合わせて
持っているものということが出来た。
しか し,これら韓国や日本の文字意匠,或 いはハ ングルや仮名文字の意匠の起源 としての漢
字意匠にはどのようなものがあったのか。 このような問いを持つようにな り,私は中国に起源
を持つ 「雑体書」なるものに注 目するようになった。
そもそも漢字は,そ の発祥地である中国において,ま たその影響を受けた韓国や 日本におい
て不可欠な文字言語である。 これまでその漢字の研究において,書 の芸術の視点か ら書体の歴
史的研究,お よび作者の研究はなされてきた。 しか し今回取 り上げる 「雑体書」といった書体
について,少 なくともその造形や,意 匠の側面の研究はほとんどなされてこなかったように思
われる。 この理由は,主 に少ない資料の断片的な性格のためであると思われる。 しか しその研
究は,漢字意匠の様々な形式の原点たるものを明らかにするだけではなく,今 日のタイtフ ェ
イスにおける漢字の造形が持つ今 日的意義を問う試みとしても意義を持っていると思われる。
「雑体書」 とは何か。 それは書芸術 としての書とは異な り,碑 〈図3>符 籍(お 礼)〈図
4>,符節 〈図5>,印 〈図6>な どに用いられた書の形を総称したものである。王羲之3)や欧
陽謝)といった書家が,詩文などに用いた,個性を表現する芸術としての書ではな く,む しろ
日常生活で実用的な目的に応 じた用途の書で,し かもそれは多かれ少なかれ通常の書体を変容
した り,装飾性を添えた りした書であるといえる。別のいい方をすれば,書 の歴史において,





六朝時代 の書論書である,梁(502～557)の庚元威が著 した 『論書5)』には,「斉末の王融
は,古 今雑体を図 した。それには六十四種の書体があった。」(薺末王融,圖 古今雜體。有六十
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図3碑 ・則天武后の昇仙太子碑 図4符 籍 。病魔除け用
図5符 節 ・秦の虎符 図6印 ・琉球国王印
四書。)と記 されている。 この記事は六朝時代には 「雑体書」が盛んに作 られ,そ の言葉も通
行 していたことを物語っている。そしてその時代は 「雑体書」の重要な資料書である 「篆隷文




書,人 書,花 書などの書体を指す6)」と言われている。これは雲や,人 や花 といった物象を用
いて,漢字の字画や構造を象る書体をいうのである。
「雑体書」の もう一つの意味は,「行書,草 書,楷 書などの書体の特徴を兼ね備えている書
体η」 という。 この説明は,「雑体書」 とは複数の漢字の書き方から成る書の形であることを
示 している。
私は以上述べた二つの意味から 「雑体書」 という書体とは,文字 に図柄を導入することで,
通常の文字より優れたイメージ的なものを伝えることを試みた もの,そ して伝統的な運筆の仕
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木版)な どを取 り上げることが出来よう。そして日本に現存 している 「雑体書」の遺品として
は,8世 紀の 「鳥毛篆書屏風」(正倉院蔵)〈図7>や10世紀平安時代の空海の 「十如是」〈図
8>などがあり,奈良時代にすでに各種の雑体書が通用 していたことが推測 される。
小論では上に挙げた 「雑体書」の資料なかで,特 に 「篆隷文体』と呼ばれている雑体書を収
集 した書物を注 目したい。まず 「篆隷文体』の特色と意義を明らかにする。次にその書物か ら,
記号的性向の雑体書 と絵画的性向の雑体書を3つ ずつ選び,そ の書体について書かれた記事を




が著 した,雑 体書 と総称 される過去の独特の書体を集めた資料集である。『篆隷文体」に集め
られた雑書体は,紀元前3000年頃に起源を置 くものか ら490年頃の南斉の時代までのもの,即
ち中国の上古時代に伏羲9iが見たという龍をモチーフとした龍書や,漢字の創始者 とされる倉
頡1G1が作ったとされる古文篆か ら,南斉の武帝の時,花 が綴 られた様子を象 ったという瑞花
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書まで49種である。
日本に現存する 「篆隷文体』は,空 海が唐か ら帰朝 したとき(806年),持ち帰 ったと言わ
れる。「性霊集1')』第4卷 に 「梵字#に 雜文を獻ずる表」 という表文があり,その末尾には空
海が朝廷に奉納 した7つの文献が挙げられている。その一つがr古今篆隷文体一卷』と題され,
「弘仁五年閏七月廿八 日」 という日付 と,「沙門空海進」 という語が記されている。 ここでの
「古今篆隷文体』 というのが 「篆隷文体』に他ならない12)。
『篆隷文体』は,「序」 と 「雑体書の記事 とその書体の例」 といった,二 つの部分で構成 さ
れている。
「序」においては,まず,執 筆の目的として,古代の文字の散逸を嘆き,大衆に多様な漢字
の書体を伝えることや,後 学者の文習の用をなすに足 りることの願いが書かれている。 また文
字の始まりは,文 字の創始者 とされる倉頡以前の,伏羲の易の八卦13)にあるといい,漢 字が
長い歴史を担 っていることが書かれている。その他,こ の書物の書体の収集の経緯 として,王
室の書庫や民家の書架を尋ねたことや,あ らゆる文献を探 ったことが,ま た製作過程について




雑体書の書体の漢字が何に相当するのかを見る側に示 している。 これらの書体を 『篆隷文体』
では,「篆」,「書」という接尾語をつけているが,古 典的な書体を簡略化 したり,装飾を加え
たりした意匠文字である。








の二つの性向の雑体書を考察することは,文字 と絵 というモチーフが雑体書の意匠では,ど の
ように関わり合って視覚化されるかを知 ることができ,『篆隷文体』の雑体書の意匠の特色を
明 らかにすることになるだろう。
記号的性向の3種 類の雑体書として,1,籀 文(大 篆),2,小篆書(小 篆),3,刻符書を
選ぶ。
1,籀書 く図10>:周(前1100頃～前256)の宣王(前828～前782)の臣下である史籀が,
古文に基づいて作った書体で,作 った人の名前の 「籀」をとってその書体の名をつけた。 この
書体は当時学童に漢字を教える 『大篆十五篇』を書いたものである。現在 には書道の分野で用
いられる書体が,当 時には学習用教材を書 く実用の書体であったことが分かる。
この書体の四字成語の 「籀 ・文 ・中 ・達」のなかの,「籀 ・中」は篆書の字画を垂直 と水平
に構成 していて,特 に 「籀」の右部には同じ形態素19)が上下に繰 り返されている。「文 ・達」
はその字の画に装飾的な露鋒15)と方筆is)が併用されている。そしてこの四字成語の前者の2
つの字 は動的で,後 者の2つ の字は静的であることからは,対照的な文字の配置が注目される。






こうい うところは 「襲」 も同傾向の も
のであるが,そ の字からは 「襲」 の下
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図10箍 書 図11小 篆書 図12刻符書
部の 「衣」が左右対称の装飾的な字形になっている。「乾 ・法」で際立つのはその字の右部 に
見 られる,鳥が連想される形である。 このような鳥の形は他の雑体書にもしばしば表れるもの
で,肉筆の筆跡か ら生 じた形であると思われる。
3,刻符書 〈図12>:始皇帝が天下を統一 した際,皇 帝の命が永 らえることを願い,当 時の
丞相の李斯などの臣下が玉璽を作 らせたという。これによって刻符書が成 り立ち,印を刻む最
も有名な書体として後世に伝えられ,割符などにも用いられることになった。
刻符書の例として 「皇 ・帝 ・壽 ・昌」の四字成語が書かれている。 この刻符書を表した意匠
のことを 「鳥頭雲脚」 といい,「鳥の頭」の模様 と 「龍の爪」(雲脚)の 模様を用いて字形を象
ることをいう。「皇」は上 ・下部,「帝 ・壽 ・昌」は上部に 「鳥の頭」が描かれて視覚的に際立 っ
ている。また 「龍の爪」は各々の字の画の細部を装飾的に表 している。 ここでの刻符書 は他の









ら絵画的な性向の強い3種類の雑体書,1,科 斗書,2,仙 人書,3,虎 書を選ぶ。
1,科斗書 〈図13>:これはおたま じゃくしが 「科 ・斗 ・浮 ・游」のそれぞれの楷書の字形
を象っているのである。
その 「科」の 「禾」は5匹 から,「斗」は4匹 からなる。次の 「斗」 も4匹か らなる。これ
は 「科」の 「斗」 とほぼ同様であるが,そ の字の4画 に当たるおたまじゃくしが下向きにな っ
ている。「浮」の 「2」は3匹 から,「孚」 は8匹か らなる。10画で作 る 「浮」が11匹からな
るのは,「子」の一画が2匹 から成り立 っているからである。「游」の 「iJは3匹から,「拵」
は10匹か らできている。ここでも 「旋」の 「子」の一画が2匹 か ら成 り立っているので,12
画で作る 「游」は13匹からなる。
おたま じゃくしの向き,即 ち頭が起筆,尻 尾が収筆 に当たることや,「浮」と 「游」の 「子」
を2匹が象ることは,肉筆の筆勢を重要視 したか らだと思われる。何よりもここではおたまじゃ
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して立 っている仙人 と,右 側の膝を地
につけて座 った,左 向きの仙人が象 っ






3,虎書 〈図15>:この書は周の文王'9)の時,瑞 獣とされる虎の 「驍虞2°)」をモチーフにし
て作 られた書体である。
虎書には 「虎 ・長 ・山 ・丘」の四字成語が用いられている。虎書の 「虎」は2匹 の虎からな
る。即ち上部の左向きの虎が 「虍」を,下部の右向きの虎が 「几」を象っている。虎書の 「長」
は左を向いて立 った虎がその字形を象っている。虎書の 「山」は正面向きの座った虎が象 って
いる。そして虎書の 「丘」は,右 向きの座像の虎が前の足で後の左の足を掴んだ様子で表 され
ている。
4つの虎の向き,足,胴 体,尻 尾を組み合わせた様子が楷書の字形を象っているが,そ のな
かの 「長」を象 った虎の尻尾は,回転 しつつ左下へ書かれている。それは 「長」の7・8・9
画を表 したもので,草書書きの際,書 かれる筆跡に似通 っている。従って 「長」の7・8・9
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図13:科斗書 図14仙人書 図15虎 書
画は草書の筆跡を手本にしていると考えられる。また 「丘」を象った虎やその足の様子か らは,
虎のあらゆる虎の様子を用いて,いかに字形に近づ くことができるか,作者の苦心が窺える。
以上3種 の絵画性的性向の雑体書は,見 る人の文字についての知識を必要 とす る。即ちこれ






前章で記号的性向の強い雑体書 と,絵画的性向の強い雑体書について3種 類ずつ取 り上げ,
それの意匠について考察 した。その過程のなかで把握出来た特色を次に要約する。
① 文字の本来の字画が垂直と水平に構成される特色を もつ。それは例えば籀書の 「籀」,
「中」についていうことが出来る。
② 同一の形態素を繰 り返すことで,字 画の視覚的な密度を高めることが出来る。籀書の
「籀」の右部に見られるものが示 している。
③ 籀書の四字成語には静的傾向の字形 と,動的傾向の字形とが組まれている。静的な 「籀」,
動的な 「文」,静的な 「中」,動的な 「達」の順にすることは,四字成語そのものの形にコ
ン トラス トを与え,視覚的なリズムを増すことになる。
④ 一つの画,或 いは一つの字に複数の異なった用筆を用いることで,装飾的な字形が作 ら
れる。これも雑体書の大きい特色といえる。例えば籀書の 「文」,「達」 と,小篆書の 「聾」,
「襲」,「乾」,「法」には露鋒と方筆 という異なった用筆が見受けられる。
⑤ 本来の文字の一部 の形を変容 し,文字全体の造形性を強める特色が見受けられる。小篆
書の 「襲」はその字の下部の 「衣」を,左 右対称の形にすることで,そ の文字の造形性を
高めている。
⑥ 刻符書は 「鳥頭雲脚」 という鳥の頭と龍の爪の2つ の模様が,字形を象 っている。それ
は模様そのものが誘い起 こす ものと,用 いられた文字の字義が一つになった,特殊な雰囲
気の造形性を生み出している。


























どの期間用いられていたのかどうか,と いう問いも重要であるが,そ れ以上に 「雑体書」 とい
うものが,用度に即 して制作 され,そ の書体が公的な社会の視覚媒体として認められていたと




ただ,こ こで一言言 っておきたいことは,他 の文献の 「雑体書」 と比べて,『篆隷文体』の
「雑体書」 は極めて装飾的であるということである。その点で 『篆隷文体』は漢字意匠を考え
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る際,非 常 に注 目に値す る。『篆隷文体』 が作 られ た六朝 とい う時代 は,あ らゆ る造形 の領城
において華麗 さ とい う特色 を持 って いた と言 えよう21)。そのよ うな 当時の時代 性や造形性 とい
うものが,『篆隷文体』 の雑体書を装飾 的な ものに作 り上 げたのだと思 う。 『篆隷文体』の雑体
書 の装飾性 は,文 字の本来の機能,即 ち情報伝達機能 を果たす形に付 け加え る飾 りの ものでは
ない。 それ は文字 につ いての信頼 や尊厳を表 した形で あ り,そ れを除いては 「雑体書」 は成 り
立 たないと思 われ る。
以上 の考察か ら,「篆隷文体』の雑体書 は,三 つの特 色を有 していることが明 らかにな った。
その第一 の特色 は,雑 体書 その ものの分析 か ら明 らか にな った 「記号 的性向」 と 「絵画的 性向」
か らなる造形的な ものであ る。第二 の特色 は 「用途の書」 と しての 「用途性」 というべ きもの




2)佐野みどり 「文字と絵と」(『日本の美学』30号 ぺ りかん社,2000/3)。
3)東晋の書家。字は逸少。楷書 ・草書において古今に冠絶,そ の子の王献之 と共に二王と呼ばれる。
「蘭亭序」厂楽毅論」「十七帖」などの作がある。(307?～365?)
4)字は信本。書は初め王羲之から学び,の ち険勁な書風を完成 した。揩書の極則とされ,貴 族たちに書
を教えた。その尺牘は当時模範 とされ,高 麗か ら使者を遺わしてその書を求めたという。(557～641)
[『中国書論大系 ・二』二玄社,1978,283頁⊃
5)この書物は,「初めに書を学ぶ者への戒め」を説き,次 いで 『説文解字』その他 「書字を録する者」




8)斉の宗室のなかでも重んぜられ人物で,そ の声誉は南朝王族第一と稱せ らる。武帝が帝位にっ くと,
もと楚の地である竟陵(浩 北省千門懸の西北)の 王に封ぜられる。そこで当時の有名な文人と深 く交
際し 「竟陵八友」 という名を後世に残す。また學士を集め,五 經(易経 ・書経 ・詩経 ・礼記 ・春秋)
や百家のことを抄 して四部要略千卷を作る,一方では僧を招い仏経を講読するなど,仏事にも深 く関
わっていた。[『中国人名大辞典』1642頁]




11)空海作の詩賦 ・表文 ・碑銘などを弟子の真済が編集 した書。10巻。そのうち8・9・10の3巻は散逸
したが,済暹によって 「補闕抄」として補われた。






16)筆鋒を平いにした状態(筆 鋒が刷毛のような形)に 近 くなって運筆することをいう。
17)中国古代伝説上の帝王。三皇五帝の一。姓は姫,号 は軒轅氏。炎帝を破り,蚩尤を倒 して天下を統一,
養蚕 ・舟車 ・文字 ・音律 ・医学 ・算数などを制定 したという。陝西省の黄陵に祭 られ,炎帝とともに
漢民族の始祖として尊ばれる。
18)中国古伝説上の五帝(黄 帝 ・{t・帝罍 ・尭 ・舜)の なかの一人。(前2507)
19)周王朝の基礎を作った王で,姓 は姫,名 は昌である。周王朝の祖の武王の父で,殷 に仕えて西伯と称
される。その人物 ・政治は儒家の模範とされる。
20)身より尻尾が長い白い虎で,黒 い文をした西方浄土の獣だという。生草を食わず,自 殺 したものの肉
を食う。
21)中田勇次朗 『中国書論集』二玄社,1984,25頁,及びペ トリシャーバクリエブリ 『ケンブリッジ中国
史』時空社,1994参照。
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